
解 答
楽しみにしていた新しい雨がさを、ゆり子と気まずい思いをしながらさすことになってしまったから。一 問一

ウ問二

答案の取り違えから生じた、初江とゆり子の間の気まずさ。問三

おかあさんの言葉で傷ついているはずのゆり子に対して、かける言葉がみつからなかったから。問四 〔初江〕

自分はいつも必死で勉強しているのに、初江は本気でやらなくても95点をとったと聞き、ショッ〔ゆり子〕

クを受けたから。

ゆり子さんは生まれつき人より頭がいいというわけではなく、実際は必死に勉強して高得点をとっているこ問五

とを周囲に知られまいとしているのだと気づき、彼女がみじめでかわいそうに思えたから。

①問六

今かさを貸そうとしても、テストの点のことで初江に同情しているように誤解され、さらにみじめな思いを問七

させてしまうかもしれないと心配したから。

生き物は必ず死ぬものであり、その死に出会うことは生き物を飼う歓びの重要な要素だから。二 問一

自分の うこと問二 ［～］

人間が健康な精神を維持するために必要な、生物や自然の利用法の、すべての問題を自分で受けとめる覚悟問三

さえあれば、それぞれの能力を倫理観に応じて楽しめばよいという点。

ア問四

ア問五

自然は心の中にイメージとしてのみ存在し、ときどきテレビの自然番組を見たり、それを愛し大切にしてい問六

るという気分さえ味わえたりすれば、満足する。

野生の生き物を捕ることにより、野生動物の消長を身近に感じ、深い関心を寄せることができ、それが生物問七

や自然への興味や愛着の根幹となっていくものだから。

背景 損 納得 発展 対象問八 ① ② ［なわれる］ ③ ④ ⑤

解 説
一 出典は皿海達哉『花がらもようの雨がさ 。』

問一 直前に「きのうは、この雨がさをさすのが楽しみだったのに」とあります。ゆり子さんと気まずい思いをしなが

らかさをさすことになってしまい、悲しいような惨めなような気持ちになっています。

問二 「ほっとした」ということは、それまでは緊張していたということになります。そのようすは「ゆり子さんは、

あまり大きないきをしないように気をつけているようだった」などに表れています。テストを取り違えたことによ

って初江と気まずい雰囲気になっていたのです。

問三 問一・問二と同じように、初江を重い気持ちにさせていたものは、答案の取り違えによって生じた気まずさです。

問四 せっかく、気まずさから脱しようとしていたところに、事情を知らないおかあさんが、初江の成績の悪さはてつ

だいをさせて、本気で勉強させていないせいだ、と初江をかばうようなことを言います。その、勉強をしていない

初江のほうがゆり子よりも３５点も良かったのだから、ゆり子は傷つき、ショックを受けます。初江も、そんなゆ

り子にどう言ってやればいいのかわからず、沈黙してしまったのです。

問五 線Ｅの直後に「今までゆり子さんの成績がいいのは、頭のせいだと思っていたけれど、実際はそうではなく、

自分たちの知らないところでものすごく努力しているのだという気が、そのうしろすがたを見ていて、とつぜん、

した 」とあります。必死に努力して、それでようやくいい成績をとっていることを知られないようにしているゆり。

子さんが、あわれでかわいそうに見えています。

問六 「初めて九十五点もとった答案」なのに、ゆり子によってなん回もなん回も折りたたまれ、いくつものすじがつ

いていたので、①が一番感情を害しているといえるでしょう。 ③・④・⑤はゆり子に対する感情ではなく、②は

歩きにくいことについての不快感なので、不適です。

問七 ゆり子さんの家まではまだ距離があるからかさを貸したいと心から思っていても、テストの成績のことで傷つい

ているゆり子さんにその気持ちをわかってもらえるのか、同情だと思われてよけい傷つけてしまうのではないかと

迷っているのです。

二 出典は木村義志『生き物を飼うということ 。』

問一 直前の具体例のさらに前を読むと 「生き物の死に出会うことは、生き物を飼う歓びの重要な要素であるというこ、
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とを認識してほしい」と主張しています。

問三 線の直後に「人間が健康な精神を維持するために必要な、生物や自然の利用法の一つなのである」とありま

す。また、どれも「すべての問題をを自分で受け止める覚悟さえあれば、それぞれの能力と倫理観に応じて楽しめ

ばよい」という点でも共通しています。

問六 線部直後「自然は心の中に～満足する」の部分を使います。

問七 ８ページ下の段の後半に「自分の手で捕まえてみると、～観察力もます。生物や自然への興味や愛着の根幹とな

る」とあります。また、９ページ上の段の後半に「野生生物の消長を身近に感じ、深い関心を寄せているのはそれ

をとっている人」とあります 「興味」という言葉を使う条件なので「関心」を「興味」におきかえて、これらをま。

とめます。


